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電子コント□—ルカーペット保証書 陆張修理 I 


保証期間内に取扱説明書、本体ラベル等の注意書きにしたがって正常な使用状態で使用していて故障 
した場合には、本書記載内容にもとづきお買い上げの販売店が無料修理いたします。 

お買い上げの曰から下記の期間内に故障した場合は、お買い上げの販売店に出張修理をご依頼の上、 
本書をご提示ください。 

お客様にご記入いただいた保証書の写しは、保証期間内のヴービス活動及びその後の安全点検活動の 
ために記載内容を利用させて頂く場合がございますので、ご了承ください。 


ぉ IHLU - 24 形 
名 HLU - 34 JK 

1 ご住所卜 
S ご芳名 


S ィま所 

^店名 電話 

※目り欄に記入のない場合は無効となりますか S 必ずご確認くださし、。 


《 お 

買い上げ 

曰 

保証 

期間 

平成 

年 月 

曰 

本体： 

1年 

様 


電話 

( 

) 



1 . 保証期間内でも次のような場合には有料修理となります。 

(イ）使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。 

(□) お買い上げ後の落下、引っ越し、輸送等による故障または損傷。 

(八）乂災、±也震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧による故障または損傷。 

(二）車両、船舶にとラ載して使用された場合に生じた故障または損傷。 

(ホ）業務用に使用されて生じた故障または損傷。 

(へ）本書のご提示がない場合。 

(卜）本書に型名、お買い上げ年月曰、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書さ換 
え S れた場合。 

2. 離島または離島に準ずる遠隔地への出張修理を行なった場合には、出張に要する実費を申し受けます。 

3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

4. 贈答品等で本書に記入してあるお買い上げの販売店に修理をご依頼になれない場合には、取扱説明 
書の1已ページのご相談窓□にご相談ください。 

巳.本書は再発行いたしませんので紛失しないよラ大切に保存してください。 

目.本書は日本国内においてのみ有効です 。 Effective only in Japan . 

•この保証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束するちのです。 

この保証書によって保証書を発行している者(保証責任者）、及びそれ m 外の事業者に対するお客様の 
法律上の権利を制限するらのではありません。保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、お買い 
上げの販売店または取扱説明書の1已ページのご相談窓口にお問い合わせください。 

•保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳し<は、取扱説明書をご覧<ださい。 

修理メモ 


株式会社日立リビングサプライ 

干1 62-08 14東京都新宿区新小川町巨-29 ( アク□ポリス東京） 
TEL 03 (3260) 9611 FAX .03(32 日 0)9739 


’古 I い本■イみ 4 


.ぷ WW がも- み ■’： が壬可 广がが-ぶ■-ぶ广占. Y で占'ご占.、、‘\''で可''术て占' がを-毛•寺つを 审’电•审辛'¥’单可。 
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取扱説明書 


日立リビングサプライ 


保証書付 


保証書はこの取扱説明書の裏表紙についていますので、 
お買い上げの販売店の記入をお受けください。 


電子コント□ールカーペット 


HLU-24 お 
HLU-34 お 


〈2畳相当〉本体 HHLU -22 お/専用カノ f - CHLU -24 形 


〈3畳相当〉本体 HHLU -32 お/専用カノ f - CHLU -34 形 


家庭用 


この商品は電気カーペットと専用カバーのセット商品です。 

このたびは電子コント□-ルカーペットをお買い上げいただき、まことにありがとうございました。 
この取扱説明書をよくお読みになり、正しくご使用ください。 

お読みになつたあとは大切に保存してください。 


Hitachi Living Systems は 
日立リビングサプライの英文社名です。 


目次 


■安全のため必ずお守りください . 2〜4 

■各部のなまえ . 己 

■使用前の準備 . 6 

■正しい使いかた . 7〜1日 

参エアコン併用の使いかた . 8 

参ふとん乾燥の使いかた . 8 

参ダニ退治の使いかた . 9 

参1/2電力運転の使いかた . 9 

参上手な使いかた .] 日 

■保管のしかた . 1日 

■お手入れのしかた . 1 1.12 

参曰常のお手入れのしかた .]] 

参カバーの洗濯のしかた . 12 

■故障かな？と思ったら . 13 

■安全にお使いいただくための点検 . 14 

■保証とアフターヴービス . 14 


■仕様•性能 . 1曰 

■ご相談窓 □. 1己 

■保証書 . 裏表紙 


•この電子コント□-ルカーペットは一般家庭用です。他の用途でのご使用はしないでくださし、。 
思わめ事故の原因となります。 

•地震•乂災など緊急時や異常時には、直ちに電源プラグを抜さ、ご使用を中止してください。 
•この商品は、ミ毎外ではご使用になれません 。 For use in Japan only . 
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ま全のため化ずお守り < ださい 


給表示について 

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになって 
います。内容をよく理解してか5本文をお読みください。 


A 周埃 


この表示を無視して、誤った取扱 
いをすると、人が死 t または重傷 
を負う危険が差し迫って生じるこ 
とび想定される内容をおしていま 
す。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取扱 
いをすると、人が死 t または重傷 
を負5可能性が想定される内容を 
おしています。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取扱 
いをすると、人が傷害を負う可能 
性が想定される内容および物的損 
害のみの発生が想定される内容を 
示しています。 


給表示の例 


A 


この記号は注意(危険 • 警告を含む） 
を促す内容があることを告げるちの 
です。図の中や近傍に具体的な注意 
内容が描かれています。 


0 


この記号は禁止の行為であることを 
告げるものです。図の中や近傍に具 
体的な禁止内容が描かれています。 


〇 


この記号は行為を強制したり指示す 
る内容を告げるちのです。図の中や 
近傍に具体的な指示内容が描かれて 
います。 



A 危険 


低温やけどや熱中症(脱水描犬など)の恐れびある。 

•比較的低い温度 (4 日〜6日む）でも、長時 
間皮膚の同じ場所に触れていると、低温 mm 
やけどの恐れびあります。 


次のようなかたがお使いになるときは、特に 
注意ずる。 

•乳幼児、自分で温度調節のでさないかた、皮膚 
感覚の弱いかた。 

♦テ供、年寄り、皮膚の弱いかた。 

♦眠気を誘う薬雁眠薬、かぜ薬など）を服用され 
たかた。 

♦深酒-疲労の激しいかた。 

•糖尿病などの疾患のあるかた。 

ときどき体を動かずなど、注意して使用する。 


カバーをはずして使用しなし、。 

(低温やけどの恐れ） 



0 


就寝用暖房器具として使用しない。 

(低温やけどの恐れ） 


0 



低温やけどについて 

•一般のやけどは皮膚の表層のみですが、「低温 
やけど」は皮膚の深部におよびホくはれたり、 
水ぶくれびでさるのが特徴です。このようなと 
きは、直ちに専門医の診断を受けてください。 


•健康なかたでち、高めの溫度で長時間同じ場所に触 
れていると「低温やけど」をおこすことびあります。 
低めの溫度に調節してご使用ください。 


2 



仕様•性能 


■ 


本体と カバーの セットお名 
] 本体形名 


本体 


カバー 


定 格 
表面材質 
電源コード 
本体寸法 
本体質量 
カバー形名 
材 質 
カノ、一寸ぶ 
カバー質量 


HLU -24 (2 置相当） HLU -34 (3 畳相当） 

HHLU -22 HHLU -32 ' 

交ミをし] 00 V - 已 80 VV (已 0-60 HZ 共用） 交ミ荒] 00 V -850 W (己 0-60 HZ 共用） 

ポ U エステル100% (ニードルノ くンチカーペット） 

ビニルキャブタイヤコード約1.日 m 

たて約] 76 X よこ約] 76 X 厚さ約日. 7 cm ] たて約] 9已 x よこ約23已 x 厚さ約0.7 cm 
約 3.2 k 旨 約4.己！<呂 

CHLU -24 CHLU -34 - 

アクリル1日日％ 

たて約] 8日 X よこ約] 80 cm ] たて約20日 X よこ約 240 cm 

約2.己 kg 約 3.7 l<g ' 


温度調節目盛 

「局」 

忡」 

「局」 

伸」 

表面 温度 

約 4 己む 

約 3 己て： 

約 4 己で 

約 35 °C 

I 時間当たりの全面通電 

約 317 Wh 

約] 8日 Wh 

約 463 Wh 

約 280 Wh 

消費電力量半面通電 

約]己 9 Wh 

約 9日 Wh 

約 232 Wh 

約] 4日 Wh 


※表面温度は、室温2び C で曰本電機工業会の測定法に基づ < 測定値。 

※消費電力量は、室温15でで畳の上に広げ、人び採暖しない状態で、已時間通電した場合の平均値。 
※上記測定値ま、力ーペットカノ く一を使用した場合を示します。 


ご相談窓口 


家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈物でいただいたものの修理などで、ご不明な点は下記窓□にご相談くださし、。 



修理などァフターサービスに関するご相談は 

エコーセンターへ 

TEL 0120 -31 21 -68 
FAX 0120 -31 21 -87 

(受ィ寸時間） 

9:00〜19:00 (365 日） 


商品情報やお取り扱いについてのご相談は 
お客様相談センターへ 
TEL 0120 —8802— 28 
FAX 03-3260-9739 

(受イ寸時間)9: 00-17： 30/携帯電話、 PHS からもご利用できます。 
±曜•日曜•祝日と年末年始-夏季か暇など弊社のか日は 
かませていただきます。 




「持込修理」および「部品購入」については、上記ヴービス窓口にて各地区のヴービスセンターをご紹介させていただきます。 
お客様が弊社にお電話いただいた場合には、正確にご回答するために、通話内容を記録(録音など)させていただくことがあります。 
ご相談、ご依頼いただいた内容によっては弊社のグループ会社に個人情報を提供し対応させていただくことがあります。 

修理をご依頼いただいたお客様へ、アフターサービスに関するアンケート八ガキを送付させていただくことがあります。 


愛情点検 


>長年ご使用の電子コント□ールカーぺットの点検を！ 


>電子コント□ールカーぺットの補修用性能部品 
の保有期間は、製造打ち切り後6年です。 



巧 


15 
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まをにおほいいただくための点巧 


次のような場合には、使用をやめ、お買い上げの販売店に点検を依頼してください。 


使用前に 

次の異常があったとき 

使用中に 

次のような状態になったとき 

♦電源コードの損傷。（被覆のすりされ、ひび割れ） 
♦本体の破れや、ほつれによる発熱体の露出。 

•コント□ーラーの破損。 

•差込プラグやコント□ーラーび異常に熱い。 

(この場合、コンセントの点検も依頼してください。） 
• 「低」目盛でち本体が異常に熱い。 

•コント□ーラーか! 5 異常音が発生する。 
•取扱説明書どおりに使用してち、不審な点がある。 


保証と アフターサービス (化ずお読み < ださい） 


アフターサービス等について、おわかりにな5ないときは、お買い上げの販売店かご相談窓 □ 
(心1已ページ）にお問合わせください。 


〇保証書 

(裏表紙についています。） 

@修理を依頼される 
とさは I 出張修理] 


連絡していたださたい 
内容 


保証期間中 

_保証期間経過後_ 

©補修用性能部品の 
保有期間 


0ご転居されるときは 


@修理料金のしくみ 


保証書は、必ず「お買い上げ曰•販売店名」等の記入をお確かめのラえ、販売 
店から受け取っていたださ、内容をよくお読みの後、大切に保存してください。 

1_ィを言埋鄙をを琴_し_、おを?をを皂 L 年三す5_! 

「安全にお使いいただくための点検」 （14 ページ）、「故障かな？と思ったら 
(13 ページ）に従って調べていただき、なお異常のあるときは、ご使用を中止 
し、必ず差込プラグを抜いてから、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。 


品名 

電子コント□ールカーペット 

ご住所 

(付近の目印を合わせてお知らせください） 

形名 

表紙に記載 

お名前 


お買い上げ曰 

年月 曰 

電話番号 


故障の状況 

(でさるだけ具体的に） 

訪問ご希望曰 



修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださます。 

修理すれば使用でさる場合には、ご希望により修理させていたださます。 

当社は、この電子コント□ールカーぺットの補修用性能部品を製造打ち切り後 
目年間保有しています。 

•補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な部品です。 

ご転居によりお買い上げの販売店のアフターサービスを受けられなくなる場合 
は、前ちって販売店にご相談ください。ご転居先での日立の家電品取扱店を 
紹介させていただきます。 


修理料金= 

ほ術料 

部品代 
出張料 


=技術料+部品代+出張料です。 

胃診断、部品交換、調整、修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。技術者の 
人件費、技術教育費、測定機器などの設備費、一般管理費などび含まれています。 

胃修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する部材等を含む場合わありま 
'す。 

商品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。別途、駐車料金をいただ< 
場合びあります。 


14 


つづ< 


改造は絶巧にしない。ヴービスマン於外 
の人は、分解したり修理しない。 tjU 

(乂災 • 感電 • けびの原因） 

修理はお買い上げの販売店またはご相談窓 □ 

( I 已ページ）にごネ目談ください。 


電源コードを傷つけたり、破損したり、 
加工したり、無理に曲げたり、引っ張っ 
たり、ねじったり、たばねて通電したり、 
高温部に近づけたり、重いらのを載せた 
り、はさみ込んだりしない。 

(電源コードび破損し、乂災•感電の原因） 

差込プラグのほこりなどは定期的にとる。 

(感電，ショート，発乂の原因） 


0 


徊包時に使用しているポリ袋は幼児の手の 
届 < ところに置かない。 

(頭からかぶるなどすると、□や鼻をふさぎ 
窒息する恐れ） 


〇 

〇 


交流 1 oovm 外では使用しない。 

(火災•感電の原因） 

船舶、自動車の直流電源や、20 0 V 電源で 
使用しないでください。 


電源コードや差込プラグが傷んだり、コ 
ンセントの差し込みびゆるいときは使用 
しない。 


0 

0 


(感電，ショート，発火の原因） 


差込プラグはコンセントに奥までしっか 
り差し込む。 

(感電•ショート•発煙 • 発乂の恐れ） 

発熱体を傷つけない。本体にピンや針を 
突き刺したり、刃物で傷つけたり、硬くて 
重いものを載せたりしない。 

(内部のヒーターを傷つけ、乂災•感電の原因） 


〇 

0 


A ま意 

使用時 m 外は、差込プラグをコンセント 
か!5抜く。 

(けびややけど、絶縁劣化による感電•漏電差 ミ 
乂災の原因） を巧く 

コント□ーラーに水やお茶などをこぼさ 

(過熱*感電の恐れ） 水め n 寧止 

万一こぼれたとさは、直ちに使用を中止し、 

販売店の点検を受けてください。 

座ぶとんなど保温性のよいものを、長時 
間同じ場所に置かない。 r \/ 

(熱で、置いたちのや床材び変色する恐れ） '■ 
(本体の故障や表面温度びめるくなる原因） 

差込プラグを抜くときは、電源コードを 
持たずに必ず巧端の差込プラグを持って WW 
抜く。 

(感電やショートして発乂の原因） 

スプレー吿などを本体の上や近くに置か 
なぃ。 1 xJ 

(爆発や乂災の原因） 

アイ□ン台として使ったり、加熱物（ホット /Oy 
プレート、ガスコン□など）を置かない。 r \/ 

(熱で本体を傷め、発火の恐れ） 

ナフタリンなどの防虫剤は使用しない。 

(コント□-ラーを傷め、過熱し、乂災の原因） 

V _ 

犬や猫などのぺットの暖房用には使用しない。 

(ぺットび本体や電源コードを傷め、 r \/ 

乂災の原因） ^ 

_ J 



3 
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他の暖房器具や治療器具と併用しない。 

(湯たんぽ、あんか、電気毛布や治療器具など 
と併用すると、本体の局部過熱による故障や 
やけど、回路の誤動作の原因） 

コント□ーラーを座ぶとんなどで覆った 
り、強い衝撃を加えたり、また電子コン 
卜□ールカーぺットに他の暖房器具を近 
づけたりしない。 

(故障の原因、コント□ーラーや本体内の制御 
装置び働さ、表面温度を下げる原因） 


0 

0 





1 ml ； (上はなす 


/こ、臓用のペースメーカーをご使用の場合は、 
本製品の使用にあたって医師とよくご相談 
<ださい。 

(本製品の動作びペースメーカーに影響を与え 
__ることびあります。）_ 

コント□ーラーや接続部の上にやぐ5こた 
つの刷や座イスなどを載せない。 

(故障の原因） 

本体を脚ずたり、しわにしたまま使用しない。 

馆 B 分的に温度び高くなり故障の原因） 

段差のある場所では使用しない。 

(故障の原因） 

テーブルタツプを使用しない。 

(過熱して、やけどや乂災の原因） 

キャスター付きのイスなどは使用しない。 

(故障の原因） 


•熱の逃げやずい巧面（コンクリートや木の巧）で使用するときは、本体の下に市販の「ニードルパンチカー 
ぺット」などを敷いてください。（熱び逃げるのを防ぎます。） 

※熱に弱い敷物や巧材 （ P タイルや塩化ビニール材、フ □- リングや無垢の床材）の上で使用すると、巧材を 
傷めたり、変色したりずることびあります。 


么使用上のご注意 


知つておいていたださたいこと 


•初めて使用するとき、少しにおうことがありますが、 
使用にとちないなくなります。 

•本体には包装時の巧れぐせや、使用中本体びづれ 
てしねがつくことがあります。とさどさカバーをめ 
くり点検してください。折れぐせやしわを伸ばし、 
数日間通電するととれてをます。万が一とれない 
ときは販売店にご相談ください。 

•新しいカバーは遊び毛が出ます。掃除機などで取 
り除いてください。使用にとちないなくなります。 

•ラジオやコードレス電話などに雑音び入ることがあ 
ります。コント□-ラーから己 0 cm じ(上離したり、 
向さを変えたりしてください。 

•コント□ーラーは多少暖かくなります。 


•カバーは「電子コント□ールカーペット専用カバ 
一」を使用してください。 

※当社専用 カノ （一じ(外のをのを使用すると、適温び 
得られなかったり、変色したりすることびあります。 

•すべり止め加工は、本体裏面の樹脂加工により、 
ご使用時フ□ー リング巧等ですベって移動すること 
を少なくします。 

•新しい畳の上で使用すると、カーペット下の畳が 
変色することがあります。これは青畳が直射日光 
で変色するのと同じです。 

•使用中わずかに静電気を感じることがありますが、 
衣類を脱ぐとさに起こる現象と同じです。 

•毛足のあるジュータンの上で使用すると本体が位 
置づれし、しわになることがあります。位置づれを 
修正するため、本体をとさどさ敷き直してくださ 


まをのためがずお守り<だをい（つづを) 


〇 0 Q000 


4 


K 障かな？とおった6 


次のような症状のとき、異常でないことがあります。下表を参考にしてもう一度確認してくださし、。 


暖房面積切換ランプ 
び点打しない 
(暖か <な5ない） 


暖か<な6ない 


温度び高い 


差込プラグはコンセントに差し込まれて 差込プラグを確実に根元まで差し込んでく 
いまずか。 ださい。 

電源-温度調節ツマミは「切」になってい電源•温度調節ツマミを r 低」〜「高」目盛り 
ませんか。 の好みの位置に合わせてください。 

ブレーカーび落ちていませんか。 電源を切り、ブレーカーを確認してください。 

暖房面積切換ランプび]秒間隔くらいで自動切タイマーび働いています。 

点滅していませんか。 電源•温度調節ツマミを「切」にし、再度 

「低」〜「高」目盛りの好みの位置に合わせて 
<ださい。 

やぐらこたつと併用していませんか。 やぐらこたつの熱の影響を受け、電子コント 

やぐらこたつの設定温度び高くなっていま□ールカーペットは制御装置び働さ表面温度 
せんか。 を下げます。やぐらこたつの設定温度を「中」 

目盛下または r 切」にし、電子コント □- 
ルカーペットで温度調節を行ってください。 

コント□ーラーの上に座ぶとんなどの保温制御装置び働き表面温度を下げます。 

性のよいちのび載っていませんか。 コント□ーラーの上に載っているものを取 

り除いてください。 

電源-温度調節ツマミび「低」目盛に近い室温び高いとき、「低」目盛に近い位置にす 
位置になっていませんか。 ると通電しない場合びあります。 

現在の目盛の位置より「高」目盛側にして< 
ださい。 

電子コント□ールカーペットの上に座ぶ保温物び載った部分の温度び高<なり、制御 
とんなどの保温性のよいちのび載ってい装置び働さ表面温度を下げまず。載っている 
ませんか。 ちのを取り除いてください。 

コント□ーラーや電子コント□ールカーペット制御装置び働さ表面温度を下げます。 

にフアンヒーターの温風やストーブのふくフアンヒーターの温風やス I -ーブのふく射熱 
射熱びあたっていませんか。 びコント □ ー ラーや電テコント □ ー ルカー 

ペットにあたらないようにしてください。 

9ページの「ダニ退';台」の要領で折り重ね、「高」目盛で約2日分間通電してください。 
本体に手を入れ暖かく感じると正常品です。確認後は必ず電源プラグをコンセントから抜 
いてください。 

電源•温度調節ツマミび「高」目盛になっ | i 見在の目盛の位置より r 低」目盛側にしてく 
ていませんか。 ださい。 


通電開始時コント □ 通電開始時、ヒーター線固定用シートび熱膨張するとさに発する音です。本体びあったま 
ーラーそばか5「シャると音はしなくなります。故障ではありません。 

カシャカ」音びずる 

通電中にコント□ー コント□ーラー内の温度調節器の音です。故障ではありません。 

ラーから「カチッ」と 
音びずる 

コント□ーラーび 通電中、コント□ーラーは多少暖かくなります。故障ではありません。 

暖かい 
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手乂 n のしかたりづき) 


カパーの洗濯のしかた ※本体を洗濯やクリーニングすることはでさません。 


巧れによっては落ちにくい場合がありますので、必要に応じて部分ミ先いをするか、クリーニング店に依頼 
して < ださい。 

•ク U —ニングを依頼するとさは、必ず「シヤンプーク U —こング」と指定してください。 

ドライクリーニングや塩素系漂白剤の使用、タンブラー乾燥はでさません。表面を傷め使用でさなくなります。 



① 表面のほこりやごみを掃除機などで取り除く。 

② ミ谷室やべランタ'など平らな場所に広げ水をかける。 

③ 台所用中性洗剤をスポンジかタオルなどの巧にふくませ、泡立てるようにして表面を洗う。 

④ 洗剤が残らないよう、よく水洗いをする。 

※もみ洗いはしないでください。 （カバーの生地を傷める原因） 

※裏面をたたいたり、突起物で引っ掛けたりしないでください。 （パイル糸び抜ける原因） 


( _を自動洗濯機で洗うとき に置相当のカバーに HLU - 24 ) のみ）_ 

洗濯容量 BkgJiLb のステンレス槽の全自動洗濯機で丸洗いします。 

3畳相当のカバーは、洗濯機でミ先うことはできません。 （洗濯槽に入らないため） 

①裏面を内側にして折りたたみ、洗濯ネットに入れてから全自動洗濯機に入れる。 

•洗濯容量 6 k 旨(上でわ、洗濯機の構造または洗濯槽の形状によっては入らない場合もあります。 


ファスナーを上にずる 



③ 洗濯用の液体中性洗剤で洗ラ。 

♦粉末洗剤は溶けにくいので使用しないでください。 

•漂白剤や入お剤の入った水は使用しないでください。 

♦「ふとん洗いコース」びある場合は、店^とん洗いコースで洗ってください。 

③ 洗剤が残らないよう、注水すすざで十分すすぐ。 

※静電気防止のため、柔軟仕上剤を使用してください。 

④ 洗濯槽から取り出すときは、洗濯ネットのファスナーをあけ、中央から引き出してください。 

※洗濯後はすぐに干してください。 

※頻繁に洗濯をするとカバーを傷めますので、部分的なミちれはシャンプークリーニングでお手入れして 
ください。 （11 ページ参照） 



巧りじわを硬めのブラシなどでほぐし、毛並みを一方向 
にそろえてか5、日陰の風通しのよい場所で自然乾燥さ 
せて < ださい。 

♦本体にかぶせ、通電しなびらの乾燥や乾燥機を使用す 
るのはやめてください。 

•乾燥後も折りじわのある場合は、ブラシなどでほぐす 
と目立たなくなります。 

12 



カバーの下にさおを 陰干しする 

通して持ち上げる 



■ふとん乾燥 . ふとんを乾燥することびできます。 （8 ぺージ参照） 

■自動切タイマ—— 電源を入れてから約6時間後に通電を停止します。 

(暖房面積切換ランプび点滅してお知らせします。） 

■全面1/2電力運輯 • ••左半面とち半面を交互に通電することにより、通常の全面暖房に 
比べ少ない消費電力で全面暖房しますので、他の電気器具との併 
用時に起こることのあるブレーカーダウンを少なくします。 

消費電力は通常全面暖房の1/2になりますび、電気代は]/2には 
なりません。 （9 ページ参照） 



■ 


差込プラグ 


操作部 



(ち半面） 




r カバ—） 


(左半面） 


コント□—ラ I 


電源 • 温度調節ツマ5 
電源の「入」「切」と 
カー ぺッ ト本体の 
温度調節をします。 


暖房面積切換スイッチ 

スイッチを巧すごとに暖房面積を 

「全面」「左半面」「ち半面」なび 

「全面1/ 2電力」運賠 I こ切り換え5れます。 


暖房面積切換ランプ 



1/2電カランプ 



■エアコン併用…… エアコンやファンヒーターなどと併用して暖房するときに使用します。 
(8 ぺージ参照） 

■自動速暖運転…… 電源を「入」にすると設定した温度より約2で高い温度で約3□分 
速暖運転を行います。 

■ダニ退治 . カバーのダこ退治をすることびできます。 （9 ぺージ参照） 


る宜 B のなまス 



?な機能 
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ほ用前の準備 


® 平らな巧面に本巧を茸グ 操作部をおらて側にし、保温性のよい平らな床面に本体 

を広ばてください。 

•折りじわをよくのばしてください。 

•熱び逃げやすい床面（コンクリートや木の床）で使用す 
るときは、市販の「こードルパンチカーペット」など 
を敷いてください。熱び逃げるのを防ぎます。 

※熱に弱い敷物や床材 （ P タイルや塩化ビニール材、フ 
□ーリングや無垢の床材）の上で使用すると、床材を 
傷めたり、変色したりすることびあります。 

•毛足の長いカーぺットの上など、使用する場所によっ 
ては、本体びずれて移動したり、部分的にをり上がる 
ことびあります。このとさ、本体の端び部屋の仕切や 
家具に当っていると、本体は移動でさずにしわび発生 
しますので、必ず直してから使用してください。 




力八'一をかける 


操作部にカバーがかか5ないようにカバーの位置を合わ 
せて < ださい。 



家具を置<とを 


• 1平ち cm あたり已 kg の重さに耐えることがでさますが、 
ピアノや熱に弱い家具は置かないでください。 

♦本棚付さの机や応接セットなどを置くとさは、大ささ 
1 0 cm X 1 0 cm 、 厚さ1 cm 程度の「あて板」か「脚ゴム」 
をして < ださい。 



6 


曰常のお手入れのしかた 


お手入れの前に、必ず電源を切り、差込プラグを 
コンセントか5抜いてください。 


本体•カバー 


表面のほこりやごみを掃除機などで取り除き、かたく絞った 
めれぞうきんで水ぶきしてください。 

水ぶきした後は、十分に自然乾燥させてください。 

•カーぺットクリーナーを使う場合は、カーぺットク U —ナーの 
使用ち法に従ってください。 


A 注意 


シンナー • ベンジン • 石油などの有機溶 
剤は絶巧に使用しない。 f 

(カバーや本体、コント□- 
ラーを傷め、故障の原因） 


( JE 3 I &30 何かで巧したとき 

《コーラ-ジュース-コーヒ ー• 牛乳など水溶性の巧れ》 • 

① 乾かないうちにタオルかティッシュペーパーで吸い取る。 

② シミが残る場合は、めるま湯に台所用中性洗剤を溶かし、ぞうきんなど 
を浸してかたく絞り、ふきとる。 

③ 十分に洗剤分をふさとる。 


赁彩 


《マーガリン•バターなど油性の巧れ》 . 

① すぐにへラ状のもので取り除く。 

② ぬるま湯に台所用中性洗剤を溶かし、ぞうきんなどを浸してかたく絞り、 
ふさとる。 

③ 十分に洗剤分をふさとる。 

※シミが残る場合は、アルコールでふきとり、よく乾かす。 



《ジャム-アメなど食料品の巧れ》 . 

① すぐにへラ状のもので取り除く。 

② ぬるま湯に台所用中性洗剤を溶かし、ぞうきんなどを浸してかたく絞り、 
ふさとる。 

③ 十分に洗剤分をふさとる。 

※シミが残る場合は、アルコールでふきとり、よく乾かす。 


m. 



部分的に巧れびひどいとまは 

《シヤンプークリーニング》※本体はシヤンプークリーニングでさません。 

① 台所用中性洗剤ををうすめた液をカバーの巧れた部分につける。 

② 柔らかいブラシなどでよくこすり、泡立てる。 し f 大 i 一 

③ 泡をタオルなどでよくふきとる。 じ^ 

④ 十分に洗剤分をふきとる。 ^ 

⑥陰干しして、よく乾かす。 。 

《 もみ洗いはしないでください。 （カノ く一の生地を傷める原因） e 
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e 


e 


正しいほいかた（つヴを) 


正しい巧いかた 


つヴ< ► 


上手な使いかた 


やぐ S こたつと併用ずるとを 


《置きかた》 

やぐ5こたつを電子コント□ールカーぺットの中央に置き、コン 
卜□ーラーにこたつふとんがかぶさ S ないよう注意してください。 

《温度調節のしかた》 

やぐ S こたつと併用すると、やぐ S こたつの熱の影響を受け、制 
御装置が働さ表面温度を下げます。 

•やぐらこたつの設定温度を「中」目盛じ(下または「切」にし、電子 
コント□ールカーぺットで温度調節を行ってください。 

やぐらこたつの設定温度を高めで使用すると、座る部分の温度び低くなります。 
•豆炭こたつなど、電気を使わないやぐらこたつとの併用はしないでください。 


A 汪局 

やぐ！5こたつと併用するときは、1日 A 
仪上のコンセントを使用する。 

(乂災の原因） 

已日日 W じ(上のやぐらこたつを 
併用する場合は、別々のコン 

セントを使用してください。 

\_ 





可 




• • •• • • I 暖房面積切換 

圃お中高/を ;I 「を@っ 


Hitachi Living Systems 


I 削 


曰里/ JW クつ X — 


電源を入れてから約6時間後に、 
通電を停止します。 

このとさ暖房面積切換ランプが点 
滅してお知らせします。 




回低中高 / ii 


Hitachi Living Systems 


滅) 

I じ/ 2：^ 電力广 I 


c _ をえ込むとを _ 

エアコン•フアンヒーター•ストーブなどの暖房器具 
と併用してください。その場合は1ツ上離して使 
用して < ださい。 

値づけすざると、本体の故障の原因や熱の影響を受け、 
制御装置び働さ表面温度を下げます。 


C 巧までほ用するとを ; 

電子コント□ールカーペットの上に直接座ってくださし、。 

•座ぶとんなどを使用すると、熱び伝わりにくく、快 
適さび損なわれます。 

•保温性のよいちのを載せた場合、その部分の温度び 
上昇す るた め、制御装置び働 さ 表面温度を下げます。 


I 電子コント□ールカーペットの上に重いらのを 

1巧^^!/ゾレ / j /一 載せて保管しないでください。 


シーズン終わりや長期間使用しないときは11〜12ぺージに従ってお手入れしていただき、下記の手順 
で保管して < ださい。 


^^本体とカノ（一を •食べ物のカスなどび付着していると、保管中にカビび発生す 

vi /日陰で十分乾燥する るのでよく落としてください。 



本体とカバーを 

別々にがりたたむ 


A 注意 


ナフタリンなどの防虫剤は使 
用しない。 

コント□ーラー~を傷め、故障の原因) 


0 

_ ノ 


•本体を裏返し、裏面を包み込むように3つ折りにしてくださ 
し、再度本体を裏返し、両側から観音閉じで折り、最後に2 
つ折りにたたみます。（カバーを同様にたたんでください） 



【両側か53つ折りにする】【裏返す】 【観音閉じで巧る】につ折りにする】 


■がりたたんだ本巧とカバーをお手持ちの巧やなに入れ、巧管する 

•湿気の少ない場所に保管してください。 


A 差込プラグをコンセント 
W に差し込む 


^お巧みの温度に調節する 
(電源を入れる） 


•正しく配線された、交流1日 OV のコンセントに、差込 
プラグを根元まで確実に差し込んでください。 


•電源-温度調節ツマ S を「低」〜「高」目盛のお好みの 
位置に合わせてください。 

暖房面積切換ランプび点灯します。 

《「低」〜「高」目盛の間のどの位置でち、その目盛に応 
じた暖かさび得られます。 

室温び高いとさ、「低」目盛におい位置にすると、通 
電しない場合びありますび、故障ではありません。 


^3) お巧みの暖房面積を還ぶ 


を面 左半面 



全面1/2電力 ち半面 



参暖房面積切換スイツチを押し 
お好みの暖房面積に切り換えてください。 

参暖房面積切換スイッチを押すごとに左図の順に切り換 
わ0ます。 


電源を入れてか5約目時間繳こ、自動的に通電を 
停止します。このとき暖房面積切換ランプび点滅 
してお知5せします。 

•再度通電したい場合は、電源•温度調節ツマ S 
を「切」にしてから、一呼吸おいて再度入れてく 
ださい。 

※自動切タイマーび働いて通電を停止した後、一時 
的な停電びあつた場合は再度通電します。 


e 


e 
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■ほ用をは、電源を切り、コンセントか6差込プラグを巧く。 


7 




























エアコンやフアンヒーターなどと併用するときに、ムダな暖めずざを抑え、快適で経済的な併用暖房が 
得5れまず。 

•「中」目盛よりやや低めに温度コント□-ルします。 



エアコンの設定溫度を 

20〜22でに合わせる 


@ 電源•活度調節ツマミを 
r エアコン併用 J 目盛に 


《この設定びお好みに合わないとさは、「低」〜「高」目盛 
の間で調節してください。 



ふとん乾燥の使いかた 置など保温性のよい巧の上で行ってくださし、。 


綿•羽毛•羊毛ふとんの乾燥に使用できまず。_ 

•コン h □—ラーにふとんをかぶせないで<ださい。 
•ふとんは、折りたたんだり、2枚重ねにすると乾燥し 
にくくなります。 

ふとん 





電源•温度調節ツマミを 
r 高 J 目盛にをわせたを、 
暖房面積切換スイッチを 


巧し r を面 J を還がする 


•暖房面積は「全面」にしてください。 

電源•温度調節ツマミ 暖房面積切換スイッチ 



■約2時間をに電源を切り、コンセントか6差込プラグを巧く 

•ふとんの湿り具合により、乾燥時間を！〜2時間延長したりして調節してください。 
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カバーのダニを退治しまず。シーズンの使い始めや保管ずるときに行います。 


® •カバーの表面び内側になるように長手ち向を2つ折り 

カバ—を巧りたたむ にし、さらに3っ折りにする。 

に畳相当のカバーは方向指定はありません。） 


表面 




がりたたんだ カバーを 
本化に載せ包み込む 


•すき間びでさないよう、しっかりと包み込んでくだ 


さい。 

本体表面 



すさ間がないように 
しっかり包み込む 



電源-活度調節ツマミを 
r 高/ダニ退治 J 目盛に合 
わせたを、暖房面積切換 


スイッチを巧し r を面 J 


を選択する 


•暖房面積は「全面」にしてください。 

《「] /2電力」のランプはつさません。 



^約2時間を、本化を広げ 
W カバーを 裏返し、再度 
本化で包み込む 


•カノ く一は折りたたんだまま裏返してください。 



■約1時巧をに電源を切り、コンセントか6差込プラグを巧く 

•広げて電気掃除機でダニの死がいを吸いとります。 


1/2電力運拓の ffi いかた 


暖房面積を交互に通電ずることにより、通常の全面暖房運輯に比べ、少ない消費電力で全面暖房を行い 
ます。他の電気器具との併用時に起こることのあるブレーカーダウンを少なくずる機能です。 

消費電力は通常全面暖房の1/2になりまずが、電気げは1/2にはなりません。 


お好みの温度に調節し、 


• 1/2電カランプび点灯します。 


暖房面積切換スイッチを巧し、 
r を面1/2電力運巧 J に合わせる 

通電初期は通常の運転に比べ温度の立 
ち上がりび少し遅くなります。早く暖め 
たいとさは、最初の3日分くらいは通常 
の「全面暖房」運転でお使いください。 



•室温び低いときや床面などの状態によって、通常の「全面 
暖房」運転の最高温度まで達しない場合びあります。 


















